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  A STUDY OF PROSTATIC TISSUE LEVELS OF 
CEFTIZOXIME, CEFOPERAZONE AND CEFOTAXIME
  Shigeru IKEDA, Akira ISHIBASHI and Ken KOSHIBA 
From the Department of Urology, School of  Medicine, Kitasato University 
 (Director: Prof. K. Koshiba)
   Prostatic tissue levels and serum levels of Ceftizoxime (CZX), Cefoperazone (CPZ) and Cefotaxime 
(CTX), after intravenous administration were studied in 82 patients with prostatic hypertrophy, who 
underwent transurethral surgery. 
   CZX was found to be the most effective for treatment of prostatic infection, since its prostatic tissue 
level was considerably higher than the others, satisfactorily above the MIC level of most bacteria. 
The prostatic tissue levels were not correlated with prostate size. The levels in fibromuscular 
hyperplasia were significantly higher than in glandular hyperplasia. 

























































































































































































































O.150405x十66.3166とな った.こ れ よ り求 め られ た
半 減 期 は220分で あ った.
ii)組 織 内濃 度(F五g.2)
同様 に 相 関係 数o.792595と相 関 がみ られ,ym-
0.0839754x十32.8532の一次 回 帰直 線 が 得 られた.こ
れ よ り推 定 組 織 内 濃 度 は,2時 間 値 で22.7μglg,3
時 間 値 で17.7μ9/9,5時間 値 で7.7μ9!9と算 出 さ
れ,比 較 的 良 好 な移 行が み られ た,な お,半 減期 は
196分で あ った。
iii)対血 清 比(P/S)(Fig.3)
最 大 値 は80分に お け る65.1,最小 値 は185分に お け
る32.4で平 均43.1%の対 血 清 比 が 得 られ た.




























































投 与 後 の経 過 時 間 は 最 短90分,最 長350分 で あ っ
た.
i)血 清 濃 度(Fig.4)
最 大値 は112分の178μg/ml,最小 値 は348分 の34
μg/m1と きわ め て 高 い 移 行 を 示 した.相 関 係 数 は
O.884187と良 好 な 相 関 が み られ,■=-O.401057x十
167.367の一 次 回帰 直 線 が 得 られ た.こ れ に よ り半 減
期 は209分 と算 出 され た.
ii)組 織 学濃 度(Fig.5)
相 関 係数O.888049と良 好 な 相 関 が み られ,ク=-
0.0770702x+28.9704の一 次 回帰 直 線 が 得 られ た.こ
れ に よ り2時 間 値19.7μg/g,3時間 値15.1μg/g,5






































































































































































































































































































































































最 大値 は348分に お け る20・9,最小 値 は,345分に お
け る5,9で平 均14.3%と比 較 的低 い値 を 示 した ・
3.CTX(Table4)
投 与 後 経 過 時 間 は 最 短135分・最 長320分で あ った ・
i)血 清 濃 度(Fig.6)
最 大 値 は185分 の30μ9/m1・最 小値 は320分の3・6
μ9/m1であ った.相 関係 数 は0.900112と,きわ め て
良 好 な相 関が 得 られ,ン=-O.120031x+42.4119の一
次 回帰 直 線 が 算 出 され た.こ れ よ り求 め られ た 半 減 期
は177分であ った.
ii)組 織 内濃 度(Fig.7)
相 関 係 数O.904407ときわ め て良 好 な 相 関 が得 られ,
一 次 回 帰直 線 は 」=-0 .0562304x十19.301と算 出 さ
れ た.こ れ に よ り2時 間値12.6μg/g,3時間値8.2
μg/g,5時間 値2.4μg/gと 算 出 さ れ た.半 減 期 は
172分で あ っ た.
iii)対血 清 比(P/s)(Fig.3)
最 大 値 は162分に おけ る59.8,最小 値 は223分に お け
る28.5で平 均42.1%の対血 清 比 が得 られ た.
4.切 除 重量 とPISの 比 較(Fig.8)
切 除 重 量 に よ り109以 下,11～309,31～509,51
g以 上 の4群 に 分 け,PISと 比 較 を お こ な った.
CZX,CPZ,CTXと もに 切 除 量が 多 くな る に つ れ
P/sが 低 下 す る傾 向が み られ た が,統 計学 上 に は 有
意 差 は 認 め られ なか っ た.
5,組 織 型 とP!S(Table5)
glandularhyperplasia(腺性 型),fibromuscular
hyperplasia(筋性 型)お よび 両 者 のmixedtypeの
3型 に 分 け て そ れ ぞれ のP!Sを 検 討 した.
CZX,CPZに お い て は筋 性 型 は 腺 性 型 に 比 べ,統
計学 上 有 意 に 高 いP/Sを 示 し,mixedtypeがそ の
間 の値 を 示 した.CTXに お い て は む し ろmixed
typeがも っと も 高 いP!Sを 示 した が3者 間 に 有意
























































































































































上の4群に 分けて,P/sを検討 したが,3剤 ともに
統計学上各群での有意差はみられなかった.














分が増加してお り,その結果 として腺性型 より血流が
増強することにな り,移 行比(P/S)が上昇するので
はないか,と 考えている.















対血清比(P/S)の3剤に おける比 較 はCZX,
CTXが ほぼ同等でそれぞれ43・1,42・1と高い比率が
得られたが,CPZで は14・3と3剤の中ではきわめて
低い値を示 した,こ れらは荒木ら6)によるCZXの 検
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